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▼
９
月
４
日
、
警

察
庁
は
自
転
車
の
一

定
の
交
通
違
反
に
交

通
反
則
通
告
制
度
を

導
入
す
る
な
ど
「
道

路
交
通
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
を

２
０
２
６
年
４
月
１

日
に
施
行
す
る
こ
と

を
公
表
し
た
。
自
動
車
の
交
通
違

反
で
検
挙
後
の
手
続
と
同
様
に「
青

切
符
」
制
度
を
自
転
車
に
も
導
入

す
る
。
自
転
車
の
基
本
的
な
交
通

ル
ー
ル
と
警
察
の
交
通
違
反
指
導

取
締
り
に
関
す
る
自
転
車
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
も
公
表
。
例
え
ば
、
16
歳

以
上
の
者
が
自
転
車
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
運
転
し
、

人
を
ケ
ガ
さ
せ
る
な
ど
悪
質
・
危

険
な
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、

青
切
符
が
交
付
さ
れ
即
反
則
金
１

万
２
千
円
を
納
付
す
る
こ
と
と
な

る
。
今
後
は
警
察
の
み
な
ら
ず
会

社
、
学
校
な
ど
も
通
勤
・
通
学
で

の
利
用
者
へ
の
指
導
・
徹
底
が
必

要
だ
。 

　

▼
近
年
、
冷
凍
庫
を
設
置
す
る

小
学
校
が
出
て
き
た
。
熱
中
症
対

策
で
着
け
る
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
な

ど
を
冷
や
す
た
め
だ
。
下
校
時
に

も
冷
た
い
状
態
で
使
え
る
。

　

先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
兵
庫
県

た
つ
の
市
の
小
学
校
。
23
年
、
当

時
小
学
５
年
生
の
少
年
が
市
長
宛

に
下
校
時
の
暑
さ
対
策
を
望
む
手

紙
を
匿
名
で
送
っ
た
。
ラ
ン
ド
セ

ル
の
重
さ
約
５
キ
ロ
、
通
学
距
離

約
２
・
４
キ
ロ
。
フ
ラ
フ
ラ
し
ま

す
。
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
ま
す
。
切

実
な
声
に
市
教
育
委
員
会
が
動
く
。

相
談
を
受
け
た
地
元
企
業
セ
イ
バ

ン
が
保
冷
剤
を
入
れ
ら
れ
る
ラ
ン

ド
セ
ル
用
の
背
当
て
パ
ッ
ド
を
開

発
、
市
内
全
小
学
生
に
配
布
。
そ

れ
ら
冷
却
グ
ッ
ズ
を
保
管
す
る
冷

凍
庫
設
置
に
至
っ
た
。
不
満
が
あ

れ
ば
行
動
し
て
変
え
る
姿
勢
を
少

年
に
学
ん
だ
。 



　

下
水
道
管
破
損
に
よ
る
道
路

陥
没
事
故
を
防
ご
う
と
国
土
交

通
省
が
全
国
の
自
治
体
に
求
め

て
い
る
下
水
道
管
特
別
重
点
調

査
で
、
堺
市
上
下
水
道
局
が
調

査
結
果
を
公
表
し
た
（
一
部
未

調
査
管
を
除
く
）。

　

調
査
対
象
は
直
径
が
２
メ
ー

ト
ル
以
上
で
、
１
９
９
４
年
以

前
に
設
置
（
改
築
を
含
む
）
さ

れ
た
下
水
道
管
。
堺
市
全
体
で

延
長
54
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
う
ち

南
区
で
は
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

対
象
。

　

調
査
の
結
果
、
大
規
模
な
陥

没
に
つ
な
が
る
破
損
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
南
区
で
緊
急

度
Ⅰ
（
劣
化
が
進
行
し
、
早
急

な
修
繕
等
が
必
要
な
状
態
）
と

判
定
さ
れ
た
箇
所
お
よ
び
緊
急

度
Ⅱ
（
応
急
措
置
を
行
っ
た
う

え
、
５
年
以
内
に
計
画
的
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
状
態
）
と
判

定
さ
れ
た
お
お
よ
そ
の
箇
所
は

次
の
と
お
り
（
略
図
参
照
）。

　

な
お
、
修
繕
等
が
必
要
な
箇

ド
バ
ス
」
の
実
証
事
業
第
３
弾

の
実
施
を
発
表
し
、
同
年
10
月

か
ら
25
年
２
月
ま
で
の
５
か
月

間
を
フ
ェ
ー
ズ
１
と
し
て
運
行
。

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
の
た
め

10
月
31
日
ま
で
運
休
し
、
11
月

か
ら
運
行
の
予
定
だ
っ
た
。

　

南
海
電
鉄
は
「
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
ほ
か
既
存
の
公
共
交

通
手
段
も
含
め
て
、
泉
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
地
域
に
お
け
る
交
通

利
便
性
を
い
か
に
維
持
・
向
上

し
て
い
く
か
と
い
う
観
点
で
今

後
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た
検

証
を
行
っ
て
い
る
」
と
話
す
。 

 

〔
横
山
〕

線
沿
い
岸
池
の
東
北
角
⑤
同
線

岸
池
東
側
⑥
南
海
泉
北
線
北
側

竹
城
台
３
丁
付
近
⑦
大
蓮
公
園

南
端
の
若
松
台
２
丁
付
近
。

　

な
お
、
堺
市
全
体
で
緊
急
度

Ⅰ
と
判
定
さ
れ
た
延
長
は
６
１

３
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
対
策
が
必

要
な
延
長
は
１
５
９
メ
ー
ト
ル
）。

緊
急
度
Ⅱ
は
１
８
２
９
メ
ー
ト

ル
（
う
ち
対
策
が
必
要
な
延
長

は
１
０
３
９
メ
ー
ト
ル
）
だ
っ

た
。

　

市
下
水
道
保
全
課
は
今
後
、

緊
急
度
Ⅰ
の
管
に
つ
い
て
は
２

０
２
６
年
度
末
ま
で
に
対
策
工

事
を
実
施
す
る
予
定
。 

〔
原
〕

　

Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
を
活
用

し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実

証
事
業
の
第
３
弾
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」（
堺

市
、
南
海
電
鉄
、
南
海
バ
ス
、

ネ
ク
ス
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
協

働
）
で
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

11
月
か
ら
２
０
２
６
年
10
月
ま

で
の
フ
ェ
ー
ズ
２
の
運
行
の
見

送
り
が
決
定
さ
れ
た
。「
こ
れ
ま

で
の
実
証
結
果
や
他
地
域
の
運

行
実
績
を
踏
ま
え
た
検
証
を
前

倒
し
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
た
め
」
と
、
南
海
電
鉄
。

　

堺
市
と
３
社
が
24
年
９
月
に

「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

　

大
阪
狭
山
市
か
ら
泉
ケ
丘
駅

前
へ
の
移
転
開
院
・
開
学
が
11

月
１
日
と
迫
っ
た
近
畿
大
学
病

院
と
医
学
部
、
そ
し
て
看
護
学

部
（
来
年
４
月
新
設
）
を
含
め

た
「
近
畿
大
学
お
お
さ
か
メ
デ

ィ
カ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」。
14
日
、

報
道
関
係
者
向
け
内
覧
会
が
開

か
れ
、
建
物
の
内
外
全
容
が
初

お
披
露
目
さ
れ
た
。
病
院
で
は

最
新
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
高
精
度

放
射
線
治
療
装
置
）
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
な
ど
最
先
端
の

医
療
整
備
が
整
い
、
医
学
部
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
緊
急
時
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
着
陸
場
に
な
る
な

ど
世
界
に
発
信
す
る
医
療
環
境

が
泉
北
に
誕
生
す
る
。

　

同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
は
、

建
物
を
囲
わ
ず
緑
道
と
つ
な
が

る
地
域
に
開
か
れ
た
空
間
と
し

た
こ
と
。
外
来
棟
（
１
号
館
）

に
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア

39
床
、
ベ
ッ
ド
７
床
の
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ペ
ー
ス
の
が

ん
患
者
の
た
め
の
通
院
医
療
セ

ン
タ
ー
を
整
備
。
抗
が
ん
剤
混

合
調
整
ロ
ボ
ッ
ト
も
新
設
さ
れ

た
。
診
療
棟
（
２
号
館
）
に
は

日
本
で
開
発
さ
れ
た
初
め
て
の

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ｈ
ｉ
ｎ

ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
」
と
、「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
」
を
導
入
。
従
来
の
腹
腔
鏡

手
術
よ
り
細
や
か
な
操
作
が
可

能
だ
。
ま
た
、
血
管
撮
影
や
Ｘ

線
透
視
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら

手
術
で
で
き
る
高
機
能
複
合
型

手
術
室
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術

室
を
２
室
設
置
。
手
術
室
は
全

20
室
完
備
さ
れ
た
。
小
児
科
フ

ロ
ア
は
、
同
大
学
デ
ザ
イ
ン
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
研
究
所
が
空

間
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
、
つ
ら

い
治
療
時
間
を
少
し
で
も
楽
し

く
過
ご
せ
る
工
夫
が
随
所
に
。

　

ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
冠

疾
患
集
中
治
療
室
）
が
あ
わ
せ

て
24
床
に
増
え
、
24
時
間
体
制

の
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
も

併
設
さ
れ
る
。
教
育
棟
（
４
号

館
）
で
は
、
学
生
が
開
放
的
な

空
間
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
」
や
病
院
に
設
置
さ
れ
る
の

は
初
の「
死
因
究
明
セ
ン
タ
ー
」、

「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
。

　

７
０
２
台
収
容
の
患
者
用
駐

車
場
も
完
備
（
有
料
）。
今
後
の

予
定
は
11
月
１
日
に
入
院
患
者

移
送
、
４
日
医
学
部
授
業
ス
タ

ー
ト
、
６
日
外
来
診
察
開
始
と

な
っ
て
い
る
。 

〔
横
山
〕

所
は
管
全
体
で
は
な
く
、
管
の

一
部
。

　

緊
急
度
Ⅰ
（
延
長
１
３
９
メ

ー
ト
ル
）
＝
①
三
原
台
中
学
校

北
側
緑
道
下
の
管
と
同
中
学
校

東
側
緑
道
下
の
管
。
北
側
と
東

側
い
ず
れ
の
下
水
道
管
に
も
、

一
部
に
お
い
て
侵
入
水
や
ひ
び

割
れ
が
確
認
さ
れ
た
。

　

緊
急
度
Ⅱ
（
延
長
１
２
５
６

メ
ー
ト
ル
）
＝
②
泉
北
２
号
線

「
和
田
西
」
交
差
点
北
側
〜
東

側
の
泉
北
環
状
線
に
至
る
管
③

泉
北
環
状
線
の
宮
山
台
３
〜
４

丁
付
近
で
２
箇
所
④
泉
北
環
状



　

大
阪
・
関
西
万
博
で
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
〝
２
億
円
ト
イ

レ
〞
が
、
河
内
長
野
市
の
大
阪

府
立
花
の
文
化
園
に
移
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
万
博
で
は
、
会
場
の
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
『
多
様
で
あ

り
な
が
ら
、
ひ
と
つ
』
を
実
現

す
る
、
個
性
的
か
つ
魅
力
的
な

施
設
を
、
若
手
建
築
家
ら
を
対

象
に
公
募
。
20
組
の
若
手
建
築

家
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
、

建
設
さ
れ
た
。
今
回
、
移
設
さ

れ
る
ト
イ
レ
も
そ
の
一
つ
で
、

名
古
屋
市
の
建
築
家
・
米
澤
隆

さ
ん
が
設
計
。
カ
ラ
フ
ル
な
積

み
木
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
か
ら

〝
映ば

え
ス
ポ
ッ
ト
〞
と
し
て
、

来
場
者
に
人
気
と
な
っ
た
。
だ

が
一
方
で
、
２
億
円
と
い
う
建

設
費
が
、
高
額
だ
と
の
批
判
も

あ
が
っ
て
い
た
。

　

閉
幕
後
も
『
持
続
可
能
な
万

博
』
の
理
念
の
下
、
パ
ビ
リ
オ

ン
な
ど
、
施
設
全
体
の
２
割
程

度
を
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し

て
、
移
転
・
一
部
活
用
を
目
指

し
て
お
り
、
吉
村
大
阪
府
知
事

は
、
９
月
10
日
、
ト
イ
レ
の
老

朽
化
が
激
し
い
花
の
文
化
園

へ
〝
２
億
円
ト
イ
レ
〞
を
一

部
移
設
す
る
と
発
表
。
移
設

の
た
め
の
解
体
・
運
搬
費
用

な
ど
、
１
６
０
０
万
円
を
、

９
月
の
府
の
補
正
予
算
案
に

計
上
し
た
。

　

「
芸
術
性
の
高
い
ト
イ
レ

は
、
美
し
い
花
と
の
親
和
性

も
高
い
。
万
博
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
、
後
世
の
人
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、

吉
村
知
事
。
花
の
文
化
園
で

も
「
よ
り
多
く
の
人
に
来
て

も
ら
え
た
ら
」
と
、
期
待
し
て

い
る
。
具
体
的
な
移
設
時
期
は

未
定
。 

〔
山
本
〕

　

11
月
８
日
〜
12
日
、
パ
ン
ジ

ョ
ホ
ー
ル
で
和
田
秀ひ
で
お朗
さ
ん

（
槇
塚
台
３
丁
）
が
洋
画
展
を

開
く
。
10
時
〜
５
時
（
12
日
は

４
時
ま
で
）。
入
場
無
料
。

　
　

　

93
歳
の
和
田
さ
ん
は
、
退
職

後
に
油
絵
を
描
き
始
め
35
年
。

創
元
会
や
堺
美
術
協
会
、
大
阪

府
友
会
美
術
部
、
栂
洋
画
研
究

会
に
所
属
し
、
精
力
的
に
描
き

続
け
て
い
る
。
堺
市
展
な
ど
で

多
数
受
賞
。
米
寿
記
念
展
な
ど

大
阪
市
内
で
個
展
を
開
催
。

　

風
景
画
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ポ
ル
ト
ガ

ル
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の

際
に
感
動
し
た
景
色
を
忠
実
に

表
し
た
。
ま
た
人
物
画
は
、
細

部
ま
で
丁
寧
に
描
き
こ
ん
だ
。

精せ
い
ち緻
で
写
実
的
で
あ
り
な
が
ら

温
か
み
と
深
み
が
感
じ
ら
れ
る

画
風
。
初
期
作
品
か
ら
近
作
ま

で
、
１
０
０
号
な
ど
の
大
作
を

か
い
た
わ
」
と
参
加
者
。
そ
の

後
、
昼
食
を
食
べ
て
午
後
か
ら

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
、
一
日

中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し

た
。 

〔
冨
尾
〕

　

高
倉
台
西
老
人
集
会
室
で
10

月
１
日
、
同
校
区
福
祉
委
員
会

主
催
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
ワ

ン
ツ
ー
た
か
く
ら
」
が
開
か
れ

近
隣
の
高
齢
者
が
集
ま
っ
た
。

　

始
め
に
、
前
回
行
っ
た
体
力

測
定
の
結
果
表
が
配
ら
れ
た
。

握
力
や
片
足
立
ち
な
ど
５
項
目

の
測
定
値
と
５
段
階
評
価
が
記

さ
れ
て
い
て
、
参
加
者
は
結
果

に
驚
い
た
り
、
表
を
見
せ
合
っ

た
り
。

　

次
に
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
の

体
操
な
ど
を
行
っ
た
。
全
員
で

円
に
な
っ
て
「
堺
コ
ッ
カ
ラ
体

操
」
を
行
い
「
や
や
こ
し
い
」

と
言
い
な
が
ら
大
笑
い
す
る
場

面
も
。
最
後
は
手
を
つ
な
い
だ

ま
ま
深
呼
吸
を
し
て
、
一
本
締

め
で
終
わ
っ
た
。「
い
い
運
動
を

し
た
わ
」「
気
持
ち
の
い
い
汗
を

中
心
に
約
60
点
展
示
。

　

「
地
元
で
開
催
す
る
の
は
初

め
て
な
の
で
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
集
大
成
の
展
示

　
　
　
　
　
　

　

使
わ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
楽

器
を
寄
付
し
、
査
定
額
を
ふ
る

さ
と
納
税
す
る
、
と
い
う
制
度

が
堺
市
で
も
始
ま
っ
た
。

　

市
教
委
・
学
校
保
健
体
育
課

に
よ
る
と
、
市
内
43
中
学
校
の

う
ち
、
吹
奏
楽
部
が
あ
る
の
は

26
校
（
う
ち
南
区
は
３
校
＝
若

松
台
、
三
原
台
、
赤
坂
台
）。

市
は
楽
器
購
入
費
用
と
し
て
、

毎
年
１
校
当
た
り
30
〜
40
万
円

の
予
算
を
配
当
し
て
い
る
が
、

全
く
足
り
て
い
な
い
の
が
現

状
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
使
い
続
け

て
い
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
、
金

属
疲
労
で
割
れ
て
い
た
り
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
ピ
ス
ト
ン
を
押

し
て
も
戻
っ
て
来
な
い
な
ど
、

満
足
な
演
奏
に
耐
え
ら
れ
な
い

状
態
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
同
様

の
悩
み
を
抱
え
る
三
重
県
い
な

べ
市
の
発
案
で
生
ま
れ
た
「
楽

器
寄
附
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
堺

市
も
乗
る
こ
と
に
。

　

休
眠
楽
器
の
寄
付
を
申
し
出

る
と
事
業
者
が
（
一
次
＝
ウ
ェ

ブ
上
で
、二
次
＝
現
物
を
見
て
）

査
定
し
、
査
定
額
に
納
得
し
た

場
合
は
寄
付
を
実
行
。
査
定
価

格
分
が
税
控
除
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
。
た
だ
し
、
居
住
地
に

よ
ら
ず
返
礼
品
は
な
い
。
希
望

す
る
楽
器
は
ピ
ッ
コ
ロ
、
フ
ル

ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ
ッ

ク
ス
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
な
ど
多
種
に
及
ぶ
。
寄
付
す

る
団
体
や
学
校
も
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　

寄
付
の
申
し
出
は
「
楽
器
寄

附
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
。 

〔
原
〕

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
」
と
。
和
田
さ
ん
０

７
２
・
２
９
１
・
９
５
４
９

 

〔
冨
尾
〕

　
　
　
　

　

26
〜
28
日
10
時
〜
５
時（
最

終
日
は
４
時
ま
で
）泉
ヶ
丘
３

番
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
作
品
展「
土
と
布
と

木
の
実
と
詞う
た

と
」を
開
く
。陶
小

物
、布
製
品
、新
作
リ
ー
ス
他
。

問
い
合
わ
せ
は
工
藤
さ
ん
０
７

０
・
８
９
０
８
・
２
０
５
７



　

９
月
30
日
、
阪
和
い
ず
み
病

院
で
、
和
泉
警
察
署
に
よ
る
防

犯
教
室
が
行
わ
れ
た
。

　

同
署
生
活
安
全
課
か
ら
現
在

の
特
殊
詐
欺
の
現
状
に
つ
い
て

話
が
あ
っ
た
後
、
病
院
に
不
審

者
が
入
っ
て
き
た
時
の
訓
練
が

実
践
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

　

講
師
は
同
署
職
員
に
逮
捕
術

を
教
え
る
江
口
恭
平
さ
ん
（
柔

道
指
導
者
）
と
政
宗
寛
治
さ
ん

（
剣
道
指
導
者
）。
不
審
者
に
対

し
て
、
ま
ず
は
相
手
と
距
離
を

空
け
、
声
を
か
け
て
落
ち
着
か

せ
る
。
刃
物
等
を
持
っ
て
い
る

時
は
、
さ
す
ま
た
や
近
く
に
あ

る
椅
子
や
机
で
防
御
、
物
を
投

げ
る
な
ど
し
て
相
手
の
動
き
を

止
め
１
１
０
番
通
報
す
る
。
正

義
感
で
戦
う
の
で
は
な
く
警
察

到
着
ま
で
（
平
均
６
分
30
秒
）

時
間
を
稼
ぐ
。
何
よ
り
自
分
の

命
を
守
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ

と
伝
え
ら
れ
た
。

　

９
月
23
日
頃
、
鴨
谷
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
止
め
て

い
た
20
代
女
性
の
バ
イ
ク
の
タ

イ
ヤ
が
全
て
盗
ま
れ
た
。

　

９
月
25
日
夜
、
桃
山
台
の
住

　

９
月
13
日
朝
、
万
町
で
10
代

男
性
が
原
付
バ
イ
ク
で
停
車
中

に
軽
四
自
動
車
が
接
触
し
腰
と

左
ひ
じ
、
足
な
ど
に
ケ
ガ
。

　

９
月
28
日
昼
、
赤
坂
台
で
90

代
女
性
が
自
宅
で
椅
子
か
ら
立

ち
上
が
る
際
に
転
び
頭
を
打
っ

た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

伴
い
、
９
月
27
日
南
区
役
所
で

南
堺
署
の
交
通
安
全
大
会
が
行

わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の

　

９
月
上
旬
の
朝
、
原
山
台
で

50
代
男
性
が
バ
イ
ク
を
運
転
中
、

信
号
で
停
止
し
た
車
に
追
突
し

た
。
ケ
ガ
は
な
し
。

　

現
在
、
南
堺
署
管
内
で
の
交

通
事
故
は
追
突
に
よ
る
も
の
が

多
い
。
信
号
な
ど
に
よ
り
停
車

中
の
車
や
駐
車
中
の
車
に
、
前

方
不
注
意
か
ら
追
突
す
る
ケ
ー

ス
も
多
く
同
署
で
は
注
意
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

罪
に
強
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

優
れ
た
取
り
組
み
を
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
た
も

の
。
両
店
は
昨
年
２
件
ず
つ
、

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
い
そ
う
だ

っ
た
高
齢
者
に
声
を
か
け
被
害

を
未
然
に
防
止
し
た
。
こ
の
感

謝
状
贈
呈
式
は
昨
年
に
続
き
２

　

９
月
30
日
南
区
役
所
で
「
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
泉
ケ
丘
支
店
」

「
り
そ
な
銀
行
泉
北
支
店
」
に

南
区
中
山
区
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。「
堺
市
南
区
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
南
区
民
が

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
犯

回
目
。

　

「
堺
市
南
区
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」

は
２
０
２
２
年
に
南
区
役
所
・

南
区
自
治
連
合
協
議
会
・
堺
市

社
会
福
祉
協
議
会
・
南
堺
警
察

署
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
。特
に
、

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
で
は
、

各
機
関
が
互
い
に
情
報
を
迅
速

に
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
こ
と
で
高
齢
者
へ
の
注
意

喚
起
が
行
い
や
す
く
な
り
被
害

防
止
が
期
待
さ
れ
る
。〔
松
林
〕

　

剣
道
の
胴
を
身
に
付
け
安
全

に
留
意
し
、
体
を
張
っ
た
江
口

さ
ん
と
政
宗
さ
ん
の
熱
心
な
指

導
に
、
参
加
し
た
看
護
師
や
病

院
関
係
者
ら
約
20
人
は
、
質
問

を
し
な
が
ら
夢
中
で
取
り
組
ん

で
い
た
。 

〔
松
林
〕

　

さ
す
ま
た
の
使
い
方
で
は
、

全
員
が
実
際
に
手
に
取
り
一

人
ず
つ
実
践
し
た
。
さ
す
ま

た
は
使
い
方
次
第
で
効
果
が

大
き
く
変
わ
る
。
効
果
的
な

使
い
方
の
コ
ツ
を
学
び
、
護

身
術
で
は
、
腕
を
つ
か
ま
れ

た
際
に
簡
単
に
振
り
払
う
方

法
が
伝
授
さ
れ
た
。

民
宅
に
、
息
子
を
か
た
る
男
か

ら
「
風
邪
を
ひ
い
て
る
の
で
声

が
出
に
く
い
。
今
は
違
う
携
帯

で
電
話
し
て
い
る
。
俺
の
携
帯

の
番
号
教
え
て
」
な
ど
の
不
審

な
電
話
。

交
通
安
全
活
動
推
進
に
多
大
な

功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
・

事
業
所
な
ど
が
大
阪
府
警
か
ら

表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
長
年
無
事

故
無
違
反
の
優
良
運
転
者
の
表

彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
運
転
者
講
習
会
も
兼

ね
て
、
府
警
本
部
の
交
通
安
全

教
育
班
が
交
通
安
全
教
室
を
行

っ
た
。
女
性
警
官
２
人
の
漫
才

の
よ
う
な
や
り
取
り
に
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
ん
だ
。
道
路
の
斜
め
横
断

は
危
険
な
上
に
、
横
断
歩
道
よ

り
も
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
、

夜
間
の
歩
行
に
は
反
射
材
を
身

に
つ
け
た
り
明
る
い
色
の
服
を

着
る
こ
と
、
ま
た
自
転
車
乗
車

の
際
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
頭

を
守
る
だ
け
で
、
事
故
の
際
、

命
を
守
る
可
能
性
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
な
ど
。
最
後
は
交
通

ル
ー
ル
を
、
手
拍
子
と
共
に
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
、
参
加
者
約
20

人
で
合
唱
し
た
。 

〔
松
林
〕

　

９
月
22
日
夕
方
、
い
ぶ
き
野

で
乳
児
が
高
さ
約
１
メ
ー
ト
ル

の
お
む
つ
台
か
ら
転
落
し
た
が

ケ
ガ
は
な
し
。

　

９
月
２
日
夜
、
室
堂
町
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
50
代
男
性
の
宅
配
物
（
衣
類

な
ど
約
９
千
円
相
当
）
が
盗
ま

れ
た
。

　

９
月
26
日
昼
、
の
ぞ
み
野
の

高
齢
者
宅
に
「
警
視
庁
渋
谷
警

察
署
」
の
警
察
官
を
か
た
る
男

か
ら
電
話
が
あ
り
「
事
件
の
捜

査
で
必
要
が
あ
る
。
資
産
状
況

を
確
認
す
る
」
な
ど
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
ビ
デ
オ
通
話
に
誘
導
さ
れ
、

暗
号
資
産
の
口
座
を
開
設
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
電
話
は
詐
欺
。
警
察
が
ビ
デ

オ
通
話
で
話
を
聞
く
こ
と
は
絶

対
に
な
い
。
和
泉
署
は
安
ま
ち

メ
ー
ル
で
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　

９
月
26
日
朝
、
三
原
台
の
高

齢
者
宅
に
、
郵
便
局
の
職
員
や

警
察
官
を
か
た
り
「
あ
な
た
の

名
義
で
３
０
０
万
円
が
沖
縄
に

不
正
に
送
ら
れ
て
い
る
。
警
察

に
出
頭
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
不
審
な
電
話
。

　

９
月
７
日
頃
、
い
ぶ
き
野
３

丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場

に
止
め
て
い
た
60
代
男
性
の
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
が
盗

ま
れ
た
。

　
 
 

　
 
 



　

中
で
も
桧
尾
さ
ん
が
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
兵
庫
県

の
教
員
の
男
性
。
駆
け
寄
っ
て

手
を
握
り
「
私
は
子
ど
も
た
ち

に
こ
れ
を
し
た
か
っ
た
。
こ
の

発
想
が
目
指
し
て
い
た
教
育
方

針
な
ん
で
す
」
と
感
激
し
て
く

れ
た
と
い
う
。「〝
や
っ
て
良
か

っ
た
〞
と
心
底
思
え
た
」
と
、

桧
尾
さ
ん
。

　

素
敵
な
出
会
い
が
あ
っ
た
反

面
、
今
回
の
万
博
に
は
〝
愛
〞

が
欠
け
て
い
る
と
も
感
じ
た
そ

う
だ
。
弱
者
へ
の
配
慮
が
不
十

分
な
こ
と
や
、
海
外
パ
ビ
リ
オ

ン
の
臨
機
応
変
な
温
か
さ
と
対

照
的
に
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
の
規

律
重
視
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
と

い
う
。

　

ま
た
、
8
月
末
に
は
目
標
の

来
場
10
回
を
達
成
、
そ
の
後
も

通
い
続
け
た
。
白
い
ポ
ン
チ
ョ

に
は
多
く
の
寄
せ
書
き
と
海
外

パ
ビ
リ
オ
ン
か
ら
贈
ら
れ
た
ピ

ン
バ
ッ
ジ
が
輝
く
。
桧
尾
さ
ん

の
万
博
の
思
い
出
そ
の
も
の
で

あ
り
、
国
際
交
流
の
絶
好
の
場

で
平
和
の
架
け
橋
に
な
っ
た
貴

重
な
品
だ
が
「
こ
の
ポ
ン
チ
ョ

を
墓
に
持
っ
て
い
く
気
は
な
い
。

自
分
だ
け
の
宝
物
に
せ
ず
、
最

終
的
に
は
大
阪
府
な
ど
に
寄
贈

す
る
な
ど
し
た
い
」
と
桧
尾
さ

ん
は
語
っ
た
。 

〔
吉
田
〕

　

さ
や
か
ホ
ー
ル
で
映
画
の
名

作
を
鑑
賞
す
る
「
さ
や
か
シ
ネ

マ
フ
ァ
イ
ル
」。
第
６
回
は
11
月

21
日
、「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」（
04

年
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
）

４
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
版
。

　

19
世
紀
の
パ
リ
、
オ
ペ
ラ
座

で
起
こ
る
謎
の
怪
人
フ
ァ
ン
ト

ム
と
若
き
歌
手
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
と
の
悲
恋
を
描
い
た
名
作
。

出
演
は
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
バ
ト
ラ

ー
、
エ
ミ
ー
・
ロ
ッ
サ
ム
他
。

小
ホ
ー
ル
で
10
時
半
と
２
時
。

一
般
１
２
０
０
円
（
当
日
１
０

０
円
増
）。
60
歳
以
上
・
中
学
生

以
下
・
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
・

友
の
会
８
０
０
円
（
同
２
０
０

円
増
）。
全
席
自
由
。

　

２
時
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
３

組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
〒
５
９
０

－

０
１
０

５　

堺
市
南
区
竹
城
台
３
丁
22

番
２
号　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
オ

ペ
ラ
座
の
怪
人
」
係
ま
で
。
メ

ー
ル
の
場
合
は
件
名
を
「
オ
ペ

ラ
座
の
怪
人
」
と
し
てhom

e@
 

com
m
unity2525.com

ま
で
。

29
日
必
着
。
※
当
選
の
発
表
は

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
前
の
交
流
広
場

と
泉
ケ
丘
駅
周
辺
で
25
日
11
時

〜
４
時
、「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
㏌
泉
ヶ
丘
２
０
２
５
」
が
開

か
れ
る
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
。
▽

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＝
ス
タ
ー
ト

と
ゴ
ー
ル
は
交
流
広
場
。
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
ジ
ョ
イ
パ
ー

ク
、
髙
島
屋
、
パ
ン
ジ
ョ
、
ビ

ッ
グ
バ
ン
、
泉
ヶ
丘
ひ
ろ
ば
専

門
店
街
の
５
施
設
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
の
仮
装
で
参
加
を
。

　

▽
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ー
ナ

ー
（
交
流
広
場
）
＝
ス
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ン
体
験
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

マ
ン
ト
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
チ
ェ
キ
de
フ
ォ
ト
ア
レ
ン

ジ
・
泉
北
レ
モ
ン
の
街
ス
ト
ー

リ
ー
の
商
品
販
売
な
ど
▽
絵
本

読
み
聞
か
せ
、
工
作
、
紙
飛
行

機
と
ば
し
（
ち
び
っ
こ
広
場
）

＝
１
時
〜
２
時
。 　

〔
横
山
〕

　

堺
市
南
区
で
地
域
猫
の
活
動

を
し
て
い
る
「
み
な
ね
こ
の
会

（
み
な
み
地
域
ね
こ
の
会
）」
が

保
護
猫
の
譲
渡
会
を
開
く
。
11

月
２
日
２
時
〜
４
時
、
青
少
年

の
家
（
南
区
片
蔵
）
３
階
第
２

研
修
室
で
。
南
区
近
郊
、
主
に

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
保
護
さ

れ
た
猫
た
ち
の
譲
渡
会
。
入
場

無
料
、
駐
車
無
料
。
当
日
、
猫

を
連
れ
て
帰
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
譲
渡
に
は
条
件
あ
り
。m

i 
nanekonokai.cat@

gm
ail.com

　

赤
坂
台
の
野
口
貴
弘
さ
ん
が

11
月
１
日
〜
30
日
、
赤
坂
台
近

隣
セ
ン
タ
ー
内
の
「
農
家
の
台

所
」で
第
８
回
絵
画
展
を
開
く
。

10
時
〜
６
時
（
日
曜
・
祝
日
休

み
）。
入
場
無
料
、
無
料
駐
車
場

あ
り
。
０
９
０
・
１
１
３
７
・

５
８
０
４

回
和
泉
の
国JA

ZZ ST
REET

　

９
月
27
日
・
28
日
に
「
第
19

２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

和
泉
中
央
駅
周
辺
の
５
会
場

（
１
日
目
は
３
会
場
）
で
選
考

を
通
っ
た
64
バ
ン
ド
が
２
日
間

に
わ
た
り
ラ
イ
ブ
演
奏
を
繰
り

広
げ
た
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、
ポ

ッ
プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
と
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
が
響
き
渡

り
、
演
奏
す
る
人
、
観
客
が
と

も
に
音
楽
の
感
動
を
共
有
す
る

２
日
間
だ
っ
た
。
28
日
は
和
泉

市
長
の
辻
宏
康
さ
ん
が
ゲ
ス
ト

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
「
ナ
ン
ヨ

コ BIGBA
ND JUST

 FRIEND 
S

」
に
参
加
し
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
・

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
「
イ
ン
・
ザ
・

ム
ー
ド
」
を
演
奏
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
多
賀
谷
美
伸

さ
ん
は
「
来
年
は
20
回
目
を
迎

え
ま
す
。
市
制
70
周
年
の
年
で

も
あ
り
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」と
語
っ
た
。〔
高
見
〕

　

〈

〉

白
い
ポ
ン
チ
ョ
を
羽
織
り
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

ポ
ー
ル
を
付
い
て
歩
く
の
が
桧ひ

尾お

さ
ん（
富
田
林
市
津
々
山
台
）

の
万
博
ス
タ
イ
ル
。
当
初
は
各

パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ
フ
だ
け
に

サ
イ
ン
を
も
ら
う
つ
も
り
が
、

ゲ
ー
ト
の
受
付
ス
タ
ッ
フ
や
迷

子
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
自

ら
「
サ
イ
ン
し
た
い
」
と
申
し

出
た
。
興
味
を
持
っ
た
一
般
客

が
案
内
し
て
く
れ
た
り
、
テ
レ

ビ
の
ロ
ケ
や
ブ
ロ
ガ
ー
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
り
も
し
た
。



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

★心が疲れて、仕事を休んでいました。
そして、久しぶりに聞いた中島みゆ
きの『誕生』。「生まれてきた時はみ
んなwelcome」のところで涙があふ
れました。もう一度、立ち上がろう
と。音楽って本当にすごい力を持っ
てますね！（三原台・T.Nさん）

A.Tさん）

★私は今、74歳で22歳の時からの友だ
ちがいます。3～ 4か月ごとにモー
ニングをしていっぱいお話をしてい
ます。何年経っても友人はいいです
ね。何でも話せてうれしいです。（若
松台・M.Uさん）

　　その近くに新しくできた公園のバ
スケットゴールのネットがもう破れ
てきている。人気でみんないっぱい
ゴールしたのか？ネットの素材か？
いろいろと心配がありまする。（三原
台・歯の矯正を始めた８歳の父さん）

★今朝、買い物で泉ケ丘駅まで徒歩で
往復したら１万歩に。「やった！」と
思い帰宅したが、両足がつって大変
でした。（若松台・Y.Tさん）
★先日、尾瀬で見たワレモコウ。自宅
近くでも見られると10月２日号で知
り、すぐに見に行きました。残念な
がら刈り取った後でしたが来年の楽
しみがふえました。（赤坂台・うさこ
さん）

★気がつくと泉ヶ丘と河内長野間のバ
ス路線が廃止になっていました。こ
れも運転手さん不足の影響なのでし
ょうか。プチ旅行気分で乗れていた
のに残念です。（若松台・Y.Mさん）
★朝夕すっかり秋めいてきました。散
歩していると、なんとリンゴがひと
つだけかわいい実をつけていまし
た。この暑い季節を乗り越えたので
しょうか？とてもいとおしくなりま
した。（いぶき野・F.Nさん）

★今年は天気が良く中秋の名月がハッ
キリと見えました。月見団子も買っ
ていただきました。猛暑もようやく
終わり朝夕はだいぶ涼しくなってき
てお月見もしやすくなりました。た
だ、蚊が活発になり始めたので長居
はできませんでした。（宮山台・T.T
さん）
★朝夕は少し涼しくなりましたが、暑
がりの私は昼間にいまだにクーラー
をつけています。先日秋物の洋服を
出して着用すると、腕が通らずスカ
ートはウエストが入らず、夏太りに
反省しています。（光明台・Y.Fさん）

★お米が全然安くならない！スーパー
の特売のお米も７千円超えで買う時
にすごく悩みます。（和田東・T.Sさ
ん）
★大きな栗をいただいたので、何年か
ぶりに栗御飯を炊きます。皮むきが
大変だけど頑張ります！（城山台・

★朝晩が過ごしやすくなった。緑道の
散歩も楽しくなってきた。しかし桜
の木がたくさん伐採されるのを見て
いると悲しい。来年の桜がみられな
いのが寂しい。伐採しても何も植え
ないので緑道に木陰がない。残念だ。
なぜ植樹をしないのかなぁ。（晴美
台・S.Mさん）

★クイズの答えにもありましたが一番
おっくうな衣替えをしなくては…。
ぼちぼち順番にしていきます。あと
少しで万博が終わりますね。マンシ
ョンの屋上から万博の花火が見える
ので、楽しみもあと少し。（伏屋町・
H.Mさん）
★先日鳳に出かけると、ちょうど祭り
の日で、乗車駅からは帰りのバスが
運行していない状態だったので仕方
なく歩きました。おかげでだんじり
を目の前で４台も見ることができ、
得した気分になりました。（新檜尾
台・M.Hさん）

★小学校１年生の息子が毎日のよう
に、学校でバッタやコオロギ、イナ
ゴ、キリギリスを捕まえてきます！
　自分が小さい頃、そんなに虫取りを
していなかったので、本物を一緒に
観察できて楽しいです。（高倉台・
M.Yさん）
★すっかり過ごしやすい季節になり、
子どもがドングリが落ちてくるのを
今か今かと待っています。木になっ
ている緑のドングリを見つけ「まだ
赤ちゃんね～」とつぶやいていまし
た。 （原山台・A.Mさん）

★近大病院の工事中にしか通ったこと
がなかったので、コミュニティのき
れいな写真を見て、病院には用はあ
りませんが、私も散策に行きたくな
りました。（はつが野・S.Kさん）
★近大病院開院まであと１か月となり
遊歩道も整備されて開院するとこの
辺りはどうなるかな？渋滞が増える
かな？救急車がよく通るのかな？と
いろいろと心配。

★大仙公園の気球に乗ってきました。
思っていたより高くて色々見えて楽
しかったです。ちゃんと古墳の 穴
も見えて感動しました。上空には10

分くらいの滞在です。360度見渡せ、
万博の大屋根リングも見えました。
（けいちゃんさん）

★おおさか堺バルーン。堺市役所21階
展望ロビーから見えました。白い気

球が結構目立っています。近くでは
思ったより大きいです。いつか乗っ
てみたいです。（三原台・koba_yan
さん）



　品物の受け付けは
　ＱＲコードが簡単。

　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
品物の持ち帰りは自由です。

◆タイガーのマイコン電気ポットを
 ▷レイコップ（付属品つき）を
 ▷ＩＨ卓上鍋を
 ▷野菜水切り器を
 ▷卓上こたつを
 いずれも無料で取りに来られる方に
譲ります。
 （茶山台・福本 ☎090-5133-0984）
◆ニトリのキャスター付き桐重ね盆
（幅91×奥行42×高さ40cm、３段、蓋
つき）を5000円で
 ▷田窪工業所のトールワゴン
（NWH-100、 間収納＜幅10cm＞）
を1000円で
 取りに来られる方に譲ります。値段
応相談。
 （高倉台・かあこ k.kayoko.mm@
gmail.com）

◆ひな人形（幅73×奥行27×高さ
53cm、15人飾り、50年前のもの、ケー
ス＜少し傷みあり＞）を

 ▷ワンダーコア（腹筋マシーン、取説
あり、DVD付き）を

 いずれも無料で取りに来られる方に
譲ります。
 （三原台・ハチくん ☎090-9715-7352）
◆ニトリのバタフライチェア（BE 
S01SS、ハイバック、ベージュ、2023
年購入、１か月使用）を3000円で

 ▷ニトリの折りたたみスツール（BR 
S01SS、2023年購入、1か月使用）を
1000円で
 ▷アースライトのマッサージベッド
（15年以上前に購入＜使用は１年程
度＞、3年前に張地の張替え済み＜
色：エクリュ＞）を8000円で
 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。
 （晴美台・みよし macoatmerca@
gmail.com）

◆フランスベッド製の電動リクライニ
ングベッド（シングル、木製）を無料
で取りに来られる方に譲ります。
 （三原台・中村 ☎080-8528-1027）
◆ブロックと庭石を無料で取りに来ら
れる方に譲ります。数量問わず。

 （茶山台・マサ君 masakithi@nifty.
com）

◆ゴルフセット（ウィルソン、女性用）
を8000円で取りに来られる方に譲り
ます。

  （鴨谷台・山﨑＜やまざき＞ ☎080- 
3791-3550）
◆シングルベッド２台（茶色）を
 ▷座敷机（茶色、透明のテーブルカバ
ー付き）を
 いずれも無料で取りに来られる方に
譲ります。
 （光明台・小園 ☎0725-56-1006）

◆素焼きの植木鉢（５～10号、いくつで
も）を１つ100円で

 ▷猫よけ用マット（２種類あり、美品
＜5年前に購入＞）を無料で

 取りに来られる方に譲ります。
 （はつが野・原 ☎090-1136-9427）
◆アルミホイールの４本セット（17×
7.0jj 5-114.3 INSET38、トヨタ・ハリ
アーで使用、冬用タイヤつき）を１万
円で取りに来られる方に譲ります。

 （みずき台・鮎太郎 ganfugangtian
 @gmail.com、☎090-1594-5341）

◆阪神タイガースのミニチュアユニフ
ォーム（額縁付き）を800円で

 ▷足踏みステッパーを1000円で
 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。

 （浜寺石津町中・藤原 ☎090-8198-
7908）

◆ミニホットプレート（２人用サイズ
＜40cm以下＞）を

 ▷電気式のたこ焼き器を
 いずれも無料で譲ってください。取
りに伺います。

 （晴美台・津田 ☎080-3843-0666）

◆家庭用の精米機を無料で譲ってくだ
さい。取りに伺います。

 （いぶき野・いし tones_farther.6y
 @icloud.com）

◆岡村重夫の「家庭福祉論」（状態問わ
ず）を

 ▷マイケルオリバーの本（「障害の政
治」や「障害にもとづくソーシャルワ
ーク」など社会モデルを提唱したも
の、状態問わず）を

 いずれも格安で譲ってください。取
りに伺います。

 （草部・かわけん ☎090-7348-6533）
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左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は11月13日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから



始
め
る
。
日
常
生
活
で
意
識
す

る
こ
と
が
少
な
い
と
さ
れ
る
股

関
節
を
重
点
的
に
ゆ
っ
く
り
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
ケ
ガ
や

病
気
の
予
防
に
な
る
よ
う
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
強
化
へ
と
導

く
。「
シ
ン
プ
ル
に
体
を
や
わ
ら

身
体
を
あ
な
た
も
目
指
し
ま
せ

ん
か
？
」。
レ
ッ
ス
ン
を
担
当
す

る
の
は
本
田
百
恵
さ
ん
。
少
人

数
制
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
近
い
雰
囲
気
の
中
、
分

か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
で
ゆ

っ
た
り
と
呼
吸
す
る
こ
と
か
ら

か
く
す
る
時
間
に
し
て
い
ま
す
」

と
優
し
い
笑
顔
の
百
恵
さ
ん
。

　

約
１
時
間
、
自
身
の
体
と
対

話
し
な
が
ら
体
を
緩
め
る
と
心

地
良
い
汗
が
体
内
か
ら
噴
き
出

る
。
レ
ッ
ス
ン
の
最
後
は
全
員

で
頑
張
っ
た
自
分
に
拍
手
を
し

て
終
了
。

　

参
加
者
は
レ
ッ
ス
ン
で
の
充

実
感
や
満
足
感
に
加
え
て
同
世

代
の
仲
間
と
の
雑
談
も
楽
し
み

の
一
つ
と
言
う
。
更
年
期
で
長

く
体
調
不
良
で
つ
ら
い
日
々
を

過
ご
し
た
女
性
は
百
恵
さ
ん
と

こ
の
レ
ッ
ス
ン
に
出
会
っ
て
、

驚
く
ほ
ど
毎
日
が
楽
に
な
り
、

月
に
３
回
の
レ
ッ
ス
ン
を
心
待

ち
に
す
る
ほ
ど
。

　

▽
木
曜
ク
ラ
ス
12
時
〜
（
60

分
間
）・
残
り
枠
あ
と
３
人
。

　

※
体
験
レ
ッ
ス
ン
（
無
料
）

の
申
し
込
み
者
に
も
れ
な
く
オ

リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
、
も

一
瞬
で
衣
装
が
変
わ
る
「
引
き

抜
き
」
が
だ
い
ご
味
。
映
画
を

見
て
踊
り
に
興
味
を
持
っ
た
若

い
世
代
の
人
や
、
過
去
に
日
本

舞
踊
の
経
験
が
あ
る
人
が
３
演

目
を
踊
る
こ
と
で
日
本
舞
踊
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
と
若
柳
さ
ん
は
考
え

る
。

　

▽
月
３
回
金
曜
５
時
半
〜
６

時
半
、
パ
ン
ジ
ョ
７
階
パ
ン
ジ

ョ
ク
ラ
ブ 

イ
ズ
に
て
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。
０
７
２
・

域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
開
業

以
来
26
年
続
く
恒
例
イ
ベ
ン
ト

は
、
毎
年
院
長
の
小
林
さ
ん
を

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
本
気

の
仮
装
で
来
場
者
を
も
て
な
す
。

診
察
時
と
は
違
う
姿
の
院
長
や

ス
タ
ッ
フ
に
大
喜
び
す
る
人
も
。

今
年
の
仮
装
モ
チ
ー
フ
は
人
気

の
オ
カ
ル
テ
ィ
ッ
ク
怪
奇
バ
ト

ル
の
某
ア
ニ
メ
。
詳
細
は
当
日

を
楽
し
み
に
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
通
院
の
有
無

に
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
し
て

気
軽
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
雰
囲

気
を
楽
し
め
る
。
毎
年
好
評
の

「
綿
菓
子
と
風
船
を
プ
レ
ゼ
ン

ト（
無
料
）」の
他
に
、屋
台（
有

料
）
も
あ
る
。「
仮
装
あ
り
、
な

し
ど
ち
ら
も
大
歓
迎
で
す
。
近

隣
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
々
、

　

御
池
台
の「
こ
ば
や
し
歯
科
」

０
７
２
・
２
９
６
・
４
１
８
０

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

を
11
月
１
日
13
時
〜
17
時
に
開

催
す
る
。

　

「
歯
科
を
身
近
に
」
と
「
地

し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
。 

 

〔
元
村
〕

伝
え
、
踊
り
手
の
感
情
や
思
い

が
観
客
に
伝
わ
る
こ
と
も
特
徴

で
、
経
験
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
踊
り
手
の
個
性
に
よ
っ
て
味

わ
い
が
違
い
、
同
じ
踊
り
手
で

も
年
齢
や
人
生
経
験
に
よ
っ
て

新
た
な
踊
り
に
な
る
。

　

大
ヒ
ッ
ト
映
画
「
国
宝
」
で

吉
沢
亮
さ
ん
と
横
浜
流
星
さ
ん

が
２
人
で
踊
る
「
藤
娘
」
は
可

憐
で
幻
想
的
な
世
界
観
と
舞
踊

の
美
し
さ
が
あ
る
演
目
。
ま
た

「
鷺
娘
」
は
歌
舞
伎
だ
け
で
は

な
く
日
本
舞
踊
で
も
人
気
で
恋

に
破
れ
た
娘
の
悲
し
み
と
狂
気

を
描
く
名
作
。
大
曲
の
「
京
鹿

子
娘
道
成
寺
」
は
踊
り
な
が
ら

　

「
評
判
の
映
画
『
国
宝
』
の

中
の
演
目
『
藤
娘
』『
鷺さ

ぎ
む
す
め娘』『
京
き
ょ
う

鹿が
の
こ
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

子
娘
道
成
寺
』
を
お
稽
古
し

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
話
す
の
は

日
本
舞
踊
若
柳
流
師
範
の
若
柳

昭
翠
さ
ん
。

　

手
振
り
の
多
い
上
品
な
踊
り

が
特
徴
の
若
柳
流
の
魅
力
や
楽

し
さ
を
伝
え
て
お
よ
そ
50
年
。

こ
れ
ま
で
若

わ
か
み
ど
り翠
会
師
範
と
し
て

　

槇
塚
台
３
丁
の
「
本
田
道
子

バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
泉
北
本
校
」

０
７
２
・
２
９
１
・
８
９
８
１

は
50
歳
か
ら
は
じ
め
る
女
性
限

定
「
ゆ
っ
た
り
ス
ト
レ
ッ
チ
」

の
生
徒
募
集
中
。

　

テ
ー
マ
は
「
よ
り
健
康
的
な

せ
ち
」
は
ど
ち
ら
も
37
品
７
９

８
０
円
の
２
段
重
。
や
わ
ら
か

い
お
せ
ち
「
和

－

な
ご
み

－

（
15
品
）」
２
９
８
０
円
は
、

黒
豆
、
き
ん
と
ん
、
味
付
い
く

ら
、
や
わ
ら
か
昆
布
巻
な
ど
。

　

予
約
は
電
話
で
（
９
時
〜
18

時
）。
通
常
の
宅
配
弁
当
の
利

用
の
な
い
人
も
歓
迎
。
売
り
切

れ
次
第
終
了
、予
約
は
早
め
に
。

配
達
は
12
月
31
日
。
配
達
地
域

栄
養
価
や
塩
分
の
調
整
が
必
要

な
人
や
噛
む
力
が
弱
く
な
っ
た

人
向
け
な
ど
、
体
の
状
態
や
シ

ー
ン
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
毎
年
人
気
の
「
初
夢

（
２
〜
３
人
用
）
37
品
」
１
万

２
千
円
は
、
彩
り
鮮
や
か
な
祝

い
海え

び老
、
味
付
い
く
ら
な
ど
を

豊
富
に
盛
り
込
ん
だ
三
段
重
。

美
し
く
豪
華
な
一
段
重「
雅（
１

人
用
）
21
品
」
３
９
８
０
円
は
、

あ
わ
び
や
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
国
産

車
海
老
な
ど
の
高
級
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
す
る
。
一
段
重

の
「
寿
（
１
〜
２
人
前
）
26
品
」

６
９
８
０
円
は
高
野
豆
腐
・
シ

イ
タ
ケ
・
数
の
子
な
ど
の
定
番

食
材
を
豊
富
に
そ
ろ
え
る
。
ま

た
ぜ
い
た
く
３
段
重
の
「
吉
祥

（
３
〜
４
人
用
）
38
品
（
＝

）」
２
万
７
千
円
、「
彩
（
１

人
用
）20
品
」２
３
０
０
円
、「
カ

ロ
リ
ー
・
塩
分
調
整
お
せ
ち
」

と
「
た
ん
ぱ
く
・
塩
分
調
整
お

２
９
３
・
１
１

３
７
（
若
柳
さ

ん
） 

〔
元
村
〕

遊
び
に
き
て
く

だ
さ
い
」
と
ス

タ
ッ
フ
の
出
口

さ
ん
。 〔
元
村
〕

出
会
っ
た
門
弟
は
１
０
０
人
以

上
、
多
く
の
名
取
を
輩
出
し
て

き
た
。
80
歳
を
超
え
た
現
在
も

元
気
に
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々

に
日
本
舞
踊
の
普
及
を
続
け
る
。

30
年
来
の
門
弟
は
、「
お
師
匠
さ

ん
か
ら
は
踊
り
の
ご
指
南
と
同

時
に
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
。

　

日
本
舞
踊
は
独
特
の
美
し
さ

と
表
現
力
、
柔
ら
か
な
手
の
動

き
や
優
雅
な
身
の
こ
な
し
、
表

情
や
装
束
の
美
し
さ
が
見
る
人

を
魅
了
す
る
。
物
語
や
詩
情
を

　

高
齢
者
専
門
宅
配
弁
当
「
宅

配
ク
ッ
ク　

ワ
ン
・
ツ
ゥ
・
ス

リ
ー
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
」

（
檜
尾
）
０
７
２
・
２
８
４
・

２
１
２
３
は
全

８
種
類
の
お
せ

ち
予
約
受
け
付

け
中
。

　

１
人
前
か
ら

３
〜
４
人
前
、

は
堺
市
南
区
と

西
区
、
そ
の
他

の
地
域
は
要
相

談
。 

〔
元
村
〕



　

11
月
22
日
、
３
時
〜
５
時
、

さ
や
か
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
、

「
キ
ー
ウ
・
グ
ラ
ン
ド
・
バ
レ

エ
・
シ
ア
タ
ー
／
く
る
み
割
り

人
形
〜
全
幕
」が
開
催
さ
れ
る
。

　

世
界
中
で
熱
狂
を
さ
ら
っ
て

い
る
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
新
進
気

鋭
の
バ
レ
エ
団
「
キ
ー
ウ
・
グ

ラ
ン
ド
・
バ
レ
エ
・
シ
ア
タ
ー
」

が
、
待
望
の
初
来
日
。
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
が
作
曲
し
た
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
不
朽
の
名

入
場
は
不
可
。
チ
ケ
ッ
ト
の
購

入
は
、
さ
や
か
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ

ト
カ
ウ
ン
タ
ー
０
７
２
・
３
６

５
・
９
５
９
０

　

同
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア

３
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
〒
５
８
９

－

０

０
０
５　

大
阪
狭
山
市
狭
山
１

丁
目
８
７
５
番
１
号　

さ
や
か

ホ
ー
ル
「
キ
ー
ウ
バ
レ
エ
係
」

ま
で
。
10
月
31
日
必
着
。

　

当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　

 

〔
山
本
〕

作
『
く
る
み
割
り
人
形
』
を
、

全
幕
披
露
す
る
。ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ブ
の
夜
、
少
女
が
見
た
一
夜

の
夢
の
大
冒
険
を
描
く
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
立
歌
劇
場
バ
レ
エ
団

で
長
く
ト
ッ
プ
と
し
て
活
躍
し

た
世
界
的
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
、

テ
チ
ア
ナ
・
ホ
リ
ャ
コ
ワ
が
芸

術
監
督
を
務
め
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
４
８
０
０
円

（
税
込
み
・
友
の
会
４
５
０
０

円
）。
全
席
指
定
。
３
歳
以
下
の

　

大
蓮
公
園
で
11
月
３
日
10
時

半
〜
３
時
、「
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ　

Ｆ 

U
Ｎ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
／
大
蓮
公

園
を
楽
し
む
ヒ
ト
が
大
集
合
」

が
開
か
れ
る
。
小
雨
決
行
。
雨

天
時
は
屋
内
イ
ベ
ン
ト
の
み
で

開
催
。
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
、
モ

ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
自
然
物
を
使
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
。

　

２
０
２
０
年
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

で
再
整
備
さ
れ
た
同
公
園
の
魅

力
を
伝
え
よ
う
と
、
市
民
団
体

が
手
を
組
み
「
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ　

Ｆ
Ｕ
Ｎ
」
を
結
成
。
定
期
的
に

フ
ェ
ス
タ
を
開
い
て
い
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
一
般
公
募

で
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
フ
ェ
ス

タ
を
盛
り
上
げ
る
。
芝
生
広
場

で
は
、「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
や

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
堺

自
然
ふ
れ
あ
い
の
森
の
「
大
蓮

公
園
の
生
き
物
紹
介
」な
ど
も
。

　

問
い
合
わ
せ
はohasufun20 

21@
gm
ail.com

　
　

 

〔
横
山
〕

　

11
月
１
日
〜
３
日
、
堺
市
立

西
文
化
会
館
ウ
エ
ス
テ
ィ
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
山
本
晃
卒
寿

展
＆
水
彩
画
教
室
30
周
年
記
念

合
同
展
覧
会
」
を
開
催
す
る
。

画
歴
50
年
の
山
本
さ
ん（
90
歳
）

の
卒
寿
記
念
と
、
山
本
さ
ん
が

指
導
す
る
水
彩
画
教
室
30
周
年

記
念
の
合
同
展
。
10
時
〜
６
時

（
３
日
は
３
時
ま
で
）。
入
場
無

料
。

　

「
日
洋
展
」
会
員
賞
や
堺
市

長
賞
、
泉
大
津
市
長
賞
な
ど
受

賞
歴
多
数
の
山
本
さ
ん
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
絵
が
好
き
だ
っ

た
。
40
歳
の
時
、
次
女
が
絵
画

教
室
に
習
い
始
め
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
自
身
も
油
絵
を
習
い

始
め
た
。
そ
の
後
水
彩
画
も
描

く
よ
う
に
な
り
、
60
歳
の
時
に

福
泉
公
民
館
で
水
彩
画
の
指
導

も
始
め
今
年
で
30
年
に
。
三
原

台
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
営
ん

で
い
た
頃
の
つ
な
が
り
で
、
泉

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
生
徒
が
多

く
、
今
回
15
人
が
透
明
水
彩
で

描
い
た
作
品
40
点
を
展
示
。

　

「
90
歳
を
迎
え
た
今
も
現
役

で
活
躍
す
る
山
本
さ
ん
の
力
強

い
絵
と
、
年
を
重
ね
て
も
水
彩

画
を
楽
し
む
生
徒
の
力
作
を
ご

覧
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
る
。

問
い
合
わ
せ
は
加
藤
さ
ん
０
９

０
・
６
０
６
７
・
６
１
５
９

　
　
　
　
　

 　
　
　

 〔
冨
尾
〕

　

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館

で
は
、
特
別
展
「O

ver T
he 

W
aves　

―
南
蛮
・
万
博
・
ジ

ャ
ポ
ニ
ス
ム
ー　

モ
ネ
・
ゴ
ッ

ホ
・
ド
ガ
た
ち
が
見
た
日
本
」

を
11
月
３
日
ま
で
開
催
中
。

　

南
蛮
・
万
博
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
美
術
品
に

よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
東
西
交
流

の
姿
を
作
品
を
通
じ
て
触
れ
て

い
く
。

　

特
別
展
で
は
、
桃
山
時
代
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
そ
の
他
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
の
影
響
を
受
け
て

誕
生
し
た
南
蛮
美
術
の
作
品
や
、

日
本
が
初
め
て
万
博
に
参
加
し

た
１
８
６
７
年
パ
リ
万
博
の
出

品
作
品
や
出
品
作
家
の
他
の
作

品
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
行
に

影
響
を
与
え
た
葛
飾
北
斎
の
作

品
、
葛
飾
北
斎
の
影
響
を
受
け

た
印
象
派
の
画
家
モ
ネ
や
ド
ガ

の
作
品
な
ど
約
１
２
０
点
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

特
別
展
入
館
料
千
円
。
高
・

大
生
８
０
０
円
。
中
学
生
以
下

無
料
。65
歳
以
上
は
２
割
引
き
。

10
時
〜
５
時
（
入
館
４
時
半
ま

で
）。
月
曜
休
館
日
。
た
だ
し
11

月
３
日
は
開
館
し
４
日
休
館
。

　

ま
た
、
31
日
と
11
月
１
日
は

入
館
料
が
無
料
と
な
る
「
関
西

文
化
の
日
」
を
開
催
。
０
７
２

５
・
54
・
０
０
０
１ 

〔
髙
見
〕

　

26
日
１
時
半
〜
４
時
半
、
南

図
書
館
３
階
集
会
室
で
登
校
拒

否
を
克
服
す
る
会
の
泉
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
交
流
会
を
開
催
す
る
。

内
容
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
。
対
象

は
登
校
拒
否
、
ひ
き
こ
も
り
の

子
ど
も
を
持
つ
親
、
支
援
者
、

関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
気

軽
に
参
加
を
。
参
加
費
５
０
０

円
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。
西

井
さ
ん
０
７
２
・
２
９
９
・
０

７
１
８
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
）

　

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
画
遊
会
」

が
第
32
回
画
遊
会
展
を
26
日
〜

11
月
２
日
の
10
時
〜
５
時
（
初

日
は
11
時
開
場
）
に
、
美
木
多

上
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
工
房
」

で
開
く
。
駐
車
場
あ
り
。
問
い

合
わ
せ
は
野の
が
み上
さ
ん
０
９
０
・

２
０
１
６
・
３
４
５
８

　

11
月
８
日
・
９
日
、
若
松
台

Ａ
Ｂ
団
地
集
会
所
で
「
若
松
台

Ａ
Ｂ
団
地
作
品
展
」
を
開
催
。

８
日
＝
12
時
〜
５
時
、
９
日
＝

10
時
〜
４
時
（
１
時
〜
２
時
半

は
消
防
訓
練
あ
り
）。
写
真
・
絵

画
・
書
・
陶
芸
・
手
芸
な
ど
。

松
浦
さ
ん
０
７
２
・
２
９
２
・

０
１
３
５

　　

美
木
多
地
区
・
桧
尾
バ
ス
停

付
近
の
空
き
農
地
を
使
っ
て
く

だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
野
菜
作
り
に
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
に
は

指
導
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
近
隣

在
住
で
車
以
外
で
来
ら
れ
る
方

に
。
貸
し
出
し
は
無
料
で
す
。

（
桃
山
台
・
西
上
０
９
０
・
８

７
９
５
・
９
９
５
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
干
潟
。

９
時
半
に
御
堂
筋
線
・
西
中
島

南
方
駅
②
号
出
口
前
集
合
。
雨

天
中
止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・

観
察
用
具
持
参
。
参
加
費
２
０

０
円
（
会
員
１
０
０
円
）。
仲
さ

ん
０
９
０
・
５
８
９
７
・
４
１

８
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

11
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
日

に
星
の
ブ
ラ
ン
コ　

府
民
の
森

ほ
し
だ
園
地
。
京
阪
淀
屋
橋
駅

改
札
前
に
９
時
集
合
。
初
級
。

雨
天
中
止
。
会
員
外
の
人
は
事

前
に
連
絡
を
。
参
加
は
70
歳
以

下
の
人
に
限
る
。
波
床
さ
ん
０

７
２
・
２
９
８
・
４
７
０
７

　

８
月
11
日
11
時
頃
、
竹
城
台

２
丁
の
団
地
17
棟
の
自
転
車
置

き
場
の
前
で
転
び
、
起
き
上
が

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
４
〜
５

人
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
十
分
に
お
礼
を
言
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 （
竹
城
台
・

大
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
２
時

〜
、
泉
ヶ
丘
の
南
図
書
館
３
階

で
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
壬
申
の

乱
と
和
泉
の
豪
族
」。
会
費
５
０

０
円
。
泉
北
歴
史
研
究
会
０
７

２
・
２
９
７
・
０
１
０
６

★1991年、阪和道の堺IC入口にかかる歩道橋の下から高速道路の工
事の様子を撮影。94年に関西国際空港の開港が控えており、この
頃の泉北周辺では建設が急ピッチで進められていました。美原北か
ら堺まで開通したのは91年12月7日。

●10月７日までに36通の応募がありました。（正解者30名）。正解者
の中から抽選で下記の３名にギフトカード（千円分）を差し上げま
す。（敬称略）

野澤多恵（若松台）　勝間啓翔（畑）　児玉学（茶山台）



　

シ
ニ
ア
向
け
の
自
然

学
習
活
動
を
展
開
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪

シ
ニ
ア
自
然
カ
レ
ッ
ジ

が
、
来
年
４
月
に
ス
タ

ー
ト
す
る
新
規
受
講
生

（
19
期
生
）
を
11
月
か

ら
募
集
す
る
。
定
員
25

人
に
達
し
次
第
募
集
終

了
。

　

「
自
然
に
親
し
み
、

仲
間
と
語
ら
い
、
楽
し

い
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
実

践
し
よ
う
」
と
、
座
学

と
野
外
観
察
活
動
を
少

人
数
制
で
行
っ
て
い
る
。

受
講
期
間
は
２
年
間
、

水
曜
日
に
月
に
３
〜
４

回
。
８
月
は
夏
休
み
で

休
講
。
１
年
目
は
年
間
35
回
、

南
大
阪
エ
リ
ア
を
中
心
に
講
義
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
身
近
な

自
然
を
学
ぶ
入
門
編
。
２
年
目

は
年
間
33
回
、
活
動
地
域
を
広

げ
、
滋
賀
県
や
和
歌
山
県
な
ど

に
も
出
か
け
多
彩
な
自
然
を
学

ぶ
。講
師
は
各
分
野
の
専
門
家
。

２
年
間
の
講
座
修
了
後
、
希
望

者
は
部
会
（
野
鳥
、
山
歩
き
、

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
12
部
会
）
に

参
加
可
能
。

　

受
講
料
は
傷
害
保
険
料
な
ど

を
含
め
、
年
５
万
１
千
円
（
１

年
目
、
前
後
期
分
納
）、
年
４
万

１
千
円
（
２
年
目
、
一
括
）。
交 

通
費
昼
食
代
な
ど
は
自
己
負
担
。

応
募
資
格
は
屋
外
で
一
日
５
キ

ロ
以
上
歩
け
る
人
。
詳
し
い
活

動
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
竹

中
さ
ん
０
７
０
・

８
４
４
０
・
３

５
９
３ 〔
浅
利
〕

　
　
　
　
　
　

□

　

　

正
解
は
「
B
F
G
I
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

　

「
新
檜
尾
台　

秋
の
公
園
ま

つ
り
」
が
11
月
３
日
10
時
〜
２

時
、
新
檜
尾
公
園
と
み
ん
な
の

オ
リ
ー
ブ
の
森
（
新
檜
尾
台
小

内
）
で
開
か
れ
る
。
モ
ル
ッ
ク

体
験
や
焼
き
イ
モ
販
売
、
高
齢

者
な
ん
で
も
相
談
、
骨
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
緑
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
手
芸
作
品
バ
ザ
ー
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
ブ
ー
ス
が
公
園
内
と
小
学
校

を
つ
な
ぐ
空
間
で
繰
り
広
げ
ら

れ
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
。

主
催
は
新
檜
尾
台
校
区
連
合
自

治
会
・
校
区
福
祉
委
員
会
。
共

催
は
新
檜
尾
台
小
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
赤
坂
台
中
学
校
区
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
。

　

同
地
区
で
定
着
し
て
き
た「
し

ん
ひ
の
お
で
集
ま
る
し
ぇ
」
も

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
含
め
て
約
10

ブ
ー
ス
を
出
展
・
出
店
。「
み
ん

な
の
オ
リ
ー
ブ
の
森
」
は
今
年

春
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
教
育
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
新
檜
尾
台
小
学

校
内
に
誕
生
。今
年
３
月
３
日
、

植
樹
式
が
行
わ
れ
校
内
に
50
本

の
オ
リ
ー
ブ
の
苗
が
定
植
さ
れ

た
。北
野
緑
生
園
株
式
会
社（
美

原
区
）、
大
阪
府
立
農
芸
高
等
学

校
が
連
携
し
、
小
学
校
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
地
元
自
治
会
と
協
力

の
下
、
小
学
生
が
堺
産
オ
リ
ー

ブ
の
栽
培
、
加
工
、
販
売
ま
で

を
実
体
験
す
る
６
次
産
業
化
の

学
び
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

雨
天
中
止
の
場
合
は
、
当
日

午
前
８
時
に
新
檜
尾
台
校
区
連

合
自
治
会
L
 I 

N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
配
信
。

 

〔
横
山
〕

　

11
月
29
日
、
さ
く
ら
会
病
院

で
健
康
教
室
を
開
催
す
る
。
地

域
の
人
々
に
病
気
の
予
防
や
最

新
治
療
に
つ
い
て
知
識
を
伝
え
、

健
康
増
進
・
維
持
に
役
立
て
る

と
い
う
も
の
。
同
院
別
館
に
て

２
時
（
１
時
45
分
開
場
）
〜
３

時
。

　

講
演
内
容
は
▽
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
症
候
群
に
つ
い
て
」。
講

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
故

郷
の
家
（
檜
尾
）
で
11
月
８
日

11
時
〜
２
時
、「
多
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
る
。

　

在
日
コ
リ
ア
ン
の
高
齢
者
の

た
め
の
施
設
と
し
て
36
年
前
開

設
さ
れ
た
同
ホ
ー
ム
。
現
在
で

は
地
域
の
人
た
ち
も
多
く
利
用

し
、
早
く
か
ら
外
国
の
職
員
を

受
け
入
れ
、
今
は
韓
国
や
ネ
パ

ー
ル
の
職
員
た
ち
が
介
護
の
世

界
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

▽
第
１
部
＝
11
時
〜
。「
36
周

年
感
謝
の
つ
ど
い
」。
利
用
者
音

楽
療
法
で
取
り
組
む
ブ
ン
ネ
楽

器
を
演
奏
す
る
▽
第
２
部
＝
12

時
〜
。
韓
国
・
ネ
パ
ー
ル
・
ベ

ト
ナ
ム
料
理
の
屋
台
。
焼
き
肉

や
焼
き
芋
、
焼
き
そ
ば
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
も
。
物
産
販
売
も
行

わ
れ
る
。

　

当
日
は
光
明
池
駅
か
ら
無
料

送
迎
車
が
出
る
。
光
明
池
発
10

時
、
10
時
半
。
故
郷
の
家
発
１

時
半
、
２
時
。
問
い
合
わ
せ
は

故
郷
の
家
０
７
２
・
２
７
１
・

０
８
８
１ 

〔
横
山
〕

　

「
第
５
回
に
わ
し
ろ
フ
リ
マ

バ
ル
」
が
26
日
10
時
〜
３
時
に

庭
代
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。
に

わ
し
ろ
フ
リ
マ
バ
ル
実
行
委
員

会
主
催
。
小
雨
決
行
、
雨
天
中

止
。
駐
車
場
は
な
い
の
で
公
共

交
通
機
関
で
来
場
を
。

　

庭
代
台
を
活
性
化
し
た
い
と

住
民
有
志
が
始
め
た
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
フ
リ
マ
、
手

作
り
雑
貨
販
売
な
ど
。
子
ど
も

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
。
問

い
合
わ
せ
は
実
行
委
員
会
・
倉

谷
さ
ん
０
８
０
・
１
４
８
０
・

２
２
８
５　

 

〔
浅
利
〕

師
は
内
科
部
長
・
岡
田
さ
ん
▽

「
歯
周
病
と
全
身
疾
患
」。
講
師

は
歯
科
衛
生
士
。

　

参
加
は
無
料
だ
が
、要
予
約
。

定
員
（
30
人
）
に
達
し
次
第
締

め
切
り
。
予
約
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（「
さ
く
ら
会
病
院
」で
検
索
）

に
あ
る
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、

ま
た
は
電
話
０
７
２
・
３
６
６
・

５
６
７
３
（
月
〜
土
９
時
〜
５

時
）
ま
で
。
参
加
者
は
駐
車
場

無
料
。
車
椅
子
利
用
の
人
は
申

し
込
み
時
に
伝
え
て
。

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
前
の
交
流
広
場

で
26
日
10
時
半
〜
３
時
半
、「
南

河
内
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｌ
」が
開
か
れ
る
。
観
覧
無
料
。

雨
天
時
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
内
の

こ
ど
も
劇
場
で
開
催
。
泉
北
・

東
大
谷
・
狭
山
・
登
美
丘
・
堺

西
・
堺
東
・
富
田
林
高
校
な
ど

９
校
が
出
演
す
る
。
南
河
内
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
０
７
２
・
２
９
７
・
１
０

６
５
（
平
日
10
時
〜
５
時
、
担

当
は
泉
北
高
校
）　　

〔
横
山
〕

▽
大
西
正
勝
（
晴
美
台
）
▽
北

辻
颯
真
（
高
辺
台
）
▽
福
山
佳

子
（
光
明
台
）

正
解
は
「
コ
ロ
モ
ガ
エ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
柏
村
青
空
（
狭
山
）
▽
関
愛

子
（
池
尻
自
由
丘
）
▽
中
西
富

士
雄
（
い
ぶ
き
野
）

　　

来
月
２
週
目
に
発
送
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　

25
日
２
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
時
に
ビ
ッ

グ
ア
イ
で
。『
恭
仁
京
の
万
葉
歌

を
読
む
』、今
回
の
テ
ー
マ
は「
安

積
親
王
を
悼
む
」。
講
師
は
村
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

28
日
１ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
半
〜

南
図
書
館
で
。
み
ん
な
で
や
さ

し
く
楽
し
い
お
話
を
す
る
。
参

加
費
１
回
３
０
０
円
。
初
回
は

無
料
。
当
日
直
接
会
場
へ
。
問

い
合
わ
せ
は
大
﨑
さ
ん
０
９
０
・

３
９
７
０
・
８
４
３
６

右
富
実
さ
ん
。
受
講
料
１
７
０

０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
暦
利
さ

ん
０
７
２
・
２
９
１
・
３
４
７

０

　

「
桃
山
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」
で
は

11
月
、
12
月
に
一
般
向
け
の
一

日
講
座
を
３
つ
開
講
す
る
。

　

▽
11
月
27
日
３
時
〜
４
時
半

は
、
同
大
学
教
授
に
よ
る
学
問

研
究
の
成
果
を
一
般
公
開
す
る

「
２
０
２
５
年
度
桃
山
学
院
大

学
秋
季
公
開
講
座
」
が
開
か
れ

る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「『
悪
魔
』

と
は
何
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
厄
介
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〜
」。
講
師
は
同

大
学
社
会
学
部
社
会
学
科
教
授

石
川
明
人
さ
ん
。受
講
料
無
料
。

Z
o
o
m
に
よ
る
同
時
配
信
も

あ
り
。
要
事
前
申
し
込
み
。
詳

細
・
申
し
込
み
は
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
。

　

12
月
８
日
、
11
日
は
、「
２
０ 

２
５
年
度
秋
学
期M

OM
OYA

 
M
A

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ
レ

ッ
ジ
」
を
開
講
す
る
。
同
講
座

は
、
地
域
の
皆
様
に
よ
り
心
豊

か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
脳
と
体
の
健
康
教
室
」。

　

▽
８
日
１
時
半
〜
３
時
。「
い

つ
ま
で
も
元
気
に
！
今
か
ら
始

め
る
フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
」（
50

人
）。
講
師
は
京
都
橘
大
学
健
康

科
学
部
教
授
の
田
丸
佳
希
さ
ん
。

前
回
の
認
知
症
予
防
に
続
き
、

今
回
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
る
。

　
▽
11
日
１
時
半
〜
２
時
半「
健

康
太
極
拳
講
座
」（
30
人
）。
講
師

は
楊
名
時
太
極
拳
師
範
の
竹
川

由
三
子
さ
ん
。

　

受
講
料
各
５
０
０
円
。
要
事

前
申
し
込
み
。
申
し
込
み
は
Q 

R
ま
た
は
電
話
か
ら
。
定
員
に

達
し
し
だ
い
終
了
。
い
ず
れ
の

講
座
も
会
場
は
桃
山
学
院
大
学

和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
桃
大
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
０
７

２
５
・
92
・
７
０
３
６ 〔
髙
見
〕








